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医療機関でクラウドを検討する時の
“よくある質問 ”

医療におけるクラウド活用事例

クラウド基礎知識と AWS 活用のメリット

医療分野におけるクラウド活用
医療においてクラウドはどのように役立つことができるのかクラウド活用の攻めと守りの観点
でご紹介します

本資料は、2025 年 10 月 31 日 時点の情報になります。

注意

内容

AWS を活用されている事例を3つピックアップしてご紹介します

我々がよくいただくご質問とその回答についてご紹介します

クラウドサービスの基本的な仕組みと AWS のメリットをご紹介します

AWS の AI サービス
近年、最も注目を集める AI について、AWS の取り組みを紹介します
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医療分野におけるクラウド活用
日々進化を続ける医療技術やサービス。クラウドテクノロジーも進化を続け、医療分野における様々な課題をサポートする
柔軟性を備えており、医療、公的研究、ゲノミクス、予防、介護、ライフサイエンスなど幅広く使われています。

クラウド利用は、過去、データの利活用やセキュリティ対策に留まっていましたが、今ではヘルスケアに関わる様々なシーンで
活用され、デジタルヘルスケアシステムの実現に寄与し始めています。

デジタルヘルスケアシステムの実現

ヘルスケア業界の課題と AWS のミッション

ヘルスケア業界のデジタル化とクラウドの利活用を加速することで
患者・市民中心のより良い医療、ヘルスケア体験を

あらゆるステークホルダーと共に実現する
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AWS が提供するご支援

担当ソリューションアーキテクトの役割
貴社担当のソリューションアーキテクトの役割として、お客様のビジネス課題を共に考えて、解決していく事を
目指します。必要に応じて社内にいるスペシャリストとの連携を行って、ご対応をさせていただきます。

AWS の支援体制
お客様のクラウドに関するご相談に対して、担当営業、担当ソリューションアーキテクトが様々な面でご支援をさせて
いただきます。また、AWS を使い始めたお客様の技術的なサポートや、お客様固有のアカウントにおける事象の調査
などは AWS サポートがご支援をさせていただきます。
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AWS が提供するご支援

パブリックセクター プロフェッショナルサービス
「公共部門のお客様」の重点政策の実現に資するべく、公共分野の業界知識、IT コンサルティング経験、
クラウドの実装経験等をベースとしたコンサルタントが、お客様に直接、あるいは SI パートナー様とともに様々な
ご支援をいたします。

AWS からご提供可能な技術支援の全体像
無償でご利用できるソリューションアーキテクトのご支援に加えて、無償/有償でご提供している AWS トレーニング
や、有償でご提供しているプロフェッショナルサービス、AWS サポートの全体像はこちらとなります。お客様の AWS 
スキル向上のために様々なトレーニングメニューを用意しております。プロフェッショナルサービス、AWS サポートに
おきましては、お客様個別の課題に対してサポートをさせていただきます。
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クラウド基礎知識と AWS 活用のメリット
クラウドサービスの基本的な仕組み

「クラウド（クラウドサービス、クラウドコンピューティング）」とは、クラウドサービスプラットフォームからインターネット経由で
コンピューティング、データベース、ストレージ、アプリケーションをはじめとした、さまざまな IT リソースをオンデマンドで利用
することができるサービスの総称です。クラウドサービスでは、必要なときに必要な量のリソースへ簡単にアクセスすること
ができ、ご利用料金は 実際に使った分のお支払いのみといった従量課金が一般的です。

クラウドサービスを利用することで、ハードウェア導入に伴う初期の多額の投資や、リソースの調達、メンテナンス、容量の
使用計画といったわずらわしい作業に 多大な人的リソースを費やす必要がなくなります。削減することができた資金や
人的リソースを新しいアイデアの実現に充てることが可能になり、IT 部門を運営するために必要な、適切な種類と
スペックのコンピューティングリソースもプロビジョニングすることができます。

インフラの調達期間、拡張・縮小の迅速さ、セキュリティ、既存のデータセンター環境との連携の利便性など、自社サー
バーでは難しかった多くのケースもクラウドサービスで解決することができます。

AWS 活用のメリット

AWS クラウド活用の真価は「お客様が価値提供に集中できること」にあります。

これを支える AWS の６つの特徴についてご紹介します。
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俊敏性
数百数千のサーバーを数分で展開、いつでも終了

クラウド環境では、新しい IT リソースを簡単に利用できます。

従来は新しい IT リソースの導入に数週間単位の時間を要していましたが、クラウドなら、分単位の短い時間を
要するだけで開発者が新しい IT リソースを利用することが可能になります。結果として、検証や開発にかかるコストと
時間が大幅に減るため、組織の俊敏性も大幅に向上します。

数ヶ月かけて進めていたインフラ構築をわずか数回のクリックで行うことができ、シンプルな操作と最小限のコストで、
レイテンシーを抑え、より良い顧客体験を提供できます。

また、不要になった場合はいつでも利用を停止することできるというビジネス上の柔軟性があります。
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コスト削減
初期投資不要な従量課金

クラウドサービスを利用することで、自社環境よりも低い変動コストを実現することができます。
なぜなら、数十万単位の多くのユーザーがクラウドサービスを使用するため、アマゾン ウェブ
サービスなどのクラウドベンダーは、規模の経済を活かして、従量課金制の料金も低く提供
できるからです。
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弾力性
需要に応じてスケールキャパシティー予測が不要

従来の考え方では IT リソースは不足することがないように需要のピークを考慮したキャパシティ設定
が必要でした。
これでは余剰のリソースを抱える、もしくは需要がキャパシティを超えて機会損失が生じてしまいます。

「必要な時に、必要なだけ、低価格で IT リソースを提供する」という AWS では需要に合わせた
リソースコントロールを行うことが可能な弾力性を持ち、余分なコストの削減や逆にキャパシティ不足
による機会損失を防ぐことが可能です。
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幅広い機能
お客様の声による新サービス提供と機能改善

AWS には、コンピューティング、ストレージ、データベースなどのインフラストラクチャテクノロジーから機械学
習、AI、データレイクと分析、IoT などの最新鋭のテクノロジーに至るまで、他のどのクラウドプロバイダーより
もはるかに多くのサービスを提供しております。

それぞれのサービスは豊富な機能を備え、より速く、より簡単に、より高い費用対効果で既存の
アプリケーションをクラウドに移行し、想像できるものはほぼすべて構築することが可能です。

200 以上のサービスを提供
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グローバル規模の展開
わずか数分で世界中にデプロイ

AWS には、極めて広範なグローバルクラウドインフラストラクチャがあります。

AWS リージョンおよびアベイラビリティゾーンモデルは、高可用性を必要とするエンタープライズアプリケーション
を実行するための推奨アプローチとして Gartner から高い評価を得ています。

リージョンとは日本では東京と大阪が選択でき、データセンターが集積されている物理的ロケーションです。

アベイラビリティゾーン (AZ) とは、1 つの AWS リージョン内でそれぞれ切り離され、冗長的な電力源、
ネットワーク、そして接続機能を備えている 1 つ以上のデータセンターのことです。

エッジロケーションは、エンドユーザーにコンテンツをより低いレイテンシーで届けるための Point of Presence
（PoP）です。 

https://aws.amazon.com/jp/about-aws/global-infrastructure/

https://aws.amazon.com/jp/about-aws/global-infrastructure/
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高いセキュリティ
セキュリティは AWS の最優先事項

AWS のクラウドコンピューティング環境は、現時点で最高レベルとなる柔軟性とセキュリティを発揮するよう
設計されています。

AWS のコアインフラストラクチャは、軍隊、国際展開している銀行、およびその他高い機密性が求められる
組織のセキュリティ要件を満たすように構築されています。
こうしたセキュリティをクラウドで実現するための強力なツールには、300 以上のセキュリティ、コンプライアンス、
およびガバナンスのサービスと機能が含まれています。

また、AWS は 143 のセキュリティ標準とコンプライアンス認証をサポートしており、お客様のデータを保存する
AWS のサービスすべてがデータ暗号化機能を提供しています。

AWS コンプライアンス・プログラム

セキュリティとコンプライアインスのために AWS に導入されている堅牢な管理は、独立した監査人によって評
価されています。
これにより、AWS はお客様のコンプライアンス要件への準拠をサポートします

コンプライアンス・プログラムの例

クラウドセキュリティのためのサービス

 アイデンティティ & アクセス管理

 脅威の検出と継続的なモニタリング

 インフラストラクチャとデータの保護

 インシデントへの対応

 コンプライアンス
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高いセキュリティ
AWS におけるセキュリティの考え方

医療情報ガイドラインへの対応

AWS におけるセキュリティの考え方として、下記の責任共有モデルがございます。お客様と責任範囲について
明確に定め、お互いに注力する範囲を明確にする目的となります。 
AWS ではクラウドのセキュリティに対する責任を持ち、お客様はクラウド内のセキュリティに対する責任を持つ
ことで総合的にリスクを減らします。
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医療・製薬業界に向けた AWS サービス

ヘルスケアおよびライフサイエンスのお客様に特化したサービス
※ 2025 年 10 月現在、AWS Health シリーズは東京リージョンで未提供

対話内容を元に文章に書き起こし、臨床ノートの作成を支援し
ます。AWS HealthScribe には複数の機能があります。音声の
文章化、話者の役割の識別、対話の種類を分類、予備的な
臨床記録生成、臨床記録の根拠となる対話とのマッピング、
医学用語の抽出です。
※現在は日本語には未対応で、英語のみに対応しています。

HealthImaging では DICOM タグの解釈ができ、DICOM 
P10 フォーマット（バイナリ）を読み取り、構造化された JSON
に変換できます。また、画像のピクセルデータも元の画像圧縮に
依らず、最新の画像圧縮形式のハイスループット JPEG2000 で
圧縮するので、画像保管と画像転送で貢献できます。

AWS HealthLake は HL7 FHIR R4 に準拠した FHIR
リソースを HL7 FHIR API 経由で操作できる FHIR 
Repository のサービスです。業界標準の API を採用している
ため、機械学習や 3rd Party のアプリケーションから利用する
ことができます。

AWS HealthOmics には 3 つの主な機能があります。
1 つ目は、fasta や fastq、bam などのゲノミクスデータを効率
的かつ低コストで保存、取得、整理、共有することができます。
2 つ目は、WDL、Nextflow、CWL で定義されているワーク
フローを使用してゲノミクスデータを処理および分析することができ
ます。3 つ目は、バリアントデータとアノテーションデータの保存と
分析をすることができます。
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AWS の AI サービス
AWS はお客様の生成 AI ジャーニーを実現できます

医療分野における生成 AI ユースケース
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Amazon Bedrock

基盤モデル を使用して生成 AI アプリケーションを構築・スケーリングする最も簡単な方法

AWS の AI サービス
AWSの提供する AI ポートフォリオ
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Amazon Bedrock は主要な基盤モデルをサポート

AWS の 生成 AI サービス
Amazon Bedrock のセキュリティについて

データプライバシーと機密保護を徹底しています。
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AWS の生成 AI活用事例
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AWS の生成 AI活用事例
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AWS の生成 AI活用事例
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AWS の活用事例
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AWS を活用頂いているお客様 (一部抜粋)

医療におけるクラウド活用事例

国内における製薬関連のお客様

国内における医療・研究関連のお客様
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国内における医療・介護・ゲノム関連のお客様
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日本の医療を支える日医標準レセプトソフト（ORCA）
安全で運用しやすい次世代クラウド版（WebORCA）を
AWS で構築

日本医師会ORCA管理機構は、小規模な医療機関でも安価に利用できる
医事会計ソフト「日医標準レセプトソフト」を提供しています。

そのクラウド版である「日レセクラウド」は従来プライベートクラウドで運用されてい
ましたが、基盤をアマゾン ウェブ サービス（AWS）へ移行し、日レセクラウドの課
題を解決した新しい「WebORCA」として生まれ変わりました。

20 年のソフトウェア資産を生かしながらシンプルな構成を採用し、医療情報
システムに関するガイドラインに則った安全で運用しやすいサービスを低コストに
実現しています。

福田知弘氏
日本医師会ORCA管理機構
株式会社

取締役 営業企画部 部長

事例紹介ページはこちら

https://aws.amazon.com/jp/solutions/case-studies/orca/

AWS は医療情報
システムに関するガイド
ラインの順守状況を開
示しており、次世代日レ
セクラウド「WebORCA」
の基盤として安心して
運用できます。

https://aws.amazon.com/jp/solutions/case-studies/orca/
https://aws.amazon.com/jp/solutions/case-studies/orca/
https://aws.amazon.com/jp/solutions/case-studies/orca/
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藤田医科大学が医師の業務フローを改善

藤田医科大学は 4 つの教育病院を持つ私⽴医科⼤学です。藤⽥医科⼤学
病院は、国内最多の病床数を誇り、Amazon Bedrock を使用して医師のワー
クフローを改善できるかどうかを検討しました。

彼らのパイロットプロジェクトでは、生成 AI の機能を活用して退院時サマリーを
生成することの実現可能性を評価しました。退院時の要約は、入院中の患者
の治療歴と診断を記録する重要な医療記録です。Amazon Bedrock の導入
により、藤田医科大学では退院サマリーの作成に必要な時間を最大 90% 短
縮し、患者 1 人あたりで作成に必要な時間を約 1 分に短縮しました。

こうした重要なタスクかつ、繰り返し行う必要のある作業を自動化することで、医
療従事者は患者とのコミュニケーションや個別化されたケアにより集中できるよう
になり、患者さんのアウトカムが向上し、作業負荷が最適化されます。

近藤征史氏
藤田医科大学
治験・臨床研究センター長
呼吸器内科医師

Amazon Web Services ブログ

医療機関が AWS で 生成 AI を活用しデータからより良い患者
アウトカムに変える方法

https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/how-healthcare-
organizations-use-generative-ai-on-aws-to-turn-data-into-
better-patient-outcomes/

Amazon Bedrock の
体験を通して、生成 AI 

を活用した医師の働き
方改革の未来がより現
実的なものになった
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医療機関でクラウドを検討する時の
“よくある質問 ”

クラウドの安全性について AWS では

国内データセンターを使えますか？ 東京リージョンおよび大阪リージョンを選択することで国内データセンターを利
用することができます。AWS は顧客データを移動しません。

国内法が適用されますか？ 日本のお客さまの契約先は日本に拠点を置く AWS 契約当事者となり、
東京地方裁判所が管轄裁判所となっております。

データの所有権・統制権は利用者に
なりますか？

AWS カスタマーアグリーメント上、AWS は顧客データにアクセスしないこと
を約束しています。データ所有権、統制権は顧客にありますので、顧客側
において適切な安全措置を行ってください。（ネットワーク、ファイアウォール
設定、認証、暗号化実施など）

他テナントから隔離されていますか？
AWS はディフォルトで各テナントは隔離されており他利用者のサーバ、ネッ
トワーク、データにアクセスすることはできません。必要に応じて（BYOL 時、
VMware Cloud on AWS ）、専用ホストにより物理サーバの専有化が
可能です。

第三者認証による評価はあります
か？

ISO27001、ISO27017、ISO27018、SOC1、SOC2、などがございま
す。
詳細は下記URLをご確認ください。
https://aws.amazon.com/jp/compliance/programs/

医療情報ガイドラインへの対応
医療情報システムに関するガイドラインに AWS  環境上で対応するため
の考え方や関連する AWS の情報を、 AWS パートナー各社で整理検討
し作成した参照文書を公開しています。

データ経路（接続パターン）につい
て

AWS では

専用線接続ができること（内部扱
い）

マルチキャリアの専用線をサポートしており、全サービスに専用線経由にて閉
域接続可能です。

インターネットに接しない構成 Amazon VPC（バーチャルプライベートクラウド）は、お客様専用プライ
ベートネットワークを提供しています。インターネットに接しない構成をとること
ができます。

https://aws.amazon.com/jp/compliance/programs/
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医療機関でクラウドを検討する時の
“よくある質問 ”

特定個人情報の取り扱い AWS では

クラウド事業者は、番号法上の委託
に該当するか

個人情報保護委員会が公開する「特定個人情報の適正な取扱いに関するガイド
ライン（事業者編) 」の Q&A では、クラウド事業者が個人番号を含むデータを取り
扱わない場合は、委託に該当しないと整理いただいています。利用者は、クラウド
事業者は個人番号を内容に含む電子データを取り扱わない契約とし、適切なアクセ
ス制御を行うように留意します。
https://www.ppc.go.jp/legal/policy/faq/

立ち入り監査

倫理委員会のガイドラインに記載されている「実地の監査、調査等」は番号法上の委
託先に対して行うものであり、上記 Q&A の整理によれば、あくまで、特定個人情報
を取扱うシステムの委託事業者に対して行うものです。他方、委託事業者が利用す
るクラウド事業者では、ISO27001 等安全性評価に関わる認証を取得し、第三者
による監査を受けけます（クラウドの安全性を代替監査で評価）。

データ消去証明

AWS では ISO/IEC27001 に準拠して、データを復元できないよう電子的に完全
に消去または廃棄します。データ消去、廃棄が適切に実施されていることを証明する
ために、第三者の監査機関による監査を受けた内容を提供することが可能です。利
用者はデータ暗号化した暗号鍵の消去、ワイプ処理など追加対策も可能です。
ストレージデバイスが製品寿命に達した場合、NIST 800-88 に詳細が説明されて
いる方法を使用してメディアを廃棄します。ユーザーデータを保存したメディアは、安全
に停止するまで AWS の統制から除外されることはありません。

参考：AWS における安全なデータの廃棄の仕組みについてのBlog 解説
https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/data_disposal/

https://www.ppc.go.jp/legal/policy/faq/
https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/data_disposal/


お問い合わせはこちら

メールお問い合わせ先

aws-healthcare-ps@amazon.com

医療機関のための AWS 
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